
節

二
十
程

堺
田
狭

義

O

日

本

海

.の

海

底

地

形
今

村

畢

郎

日
本
海
の
性
質
が
大
卒
洋
方
南
と
大
は
興
る
で
あ
ら
う
と

い
ふ
漁
憩
は
､
多
-
の
人
々
に
よ
っ

て抱
か
れ
カ
の
で

]i=-爪

あ
わ
､
寺
田
博
士
は
､
日
本
島
弧
の
内
外
両
側
は
於
け
る
島
嘆
の
異
常
な
る
配
置
､
及
び
日
本
海
側
に
於
け
る
規
則

正
し
い
島
列
の
存
在
か
ら
､
日
本
海
の
成
因
に
闘
し
て
暗
示
を
典

へ
ら
れ
た
罫
が
あ
っ
た
｡

近
年
に
至
っ
て
日
本
海
の
調
査
は
'
海
軍
水
路
部
の
測
畳
鹿
､
水
産
武
儀
場
の
蒼
鷹
丸
､
朝
鮮
触
督
府
水
産
試
戯

I-サ.r]

場
の
鞘

丸

､
紳
月
海
洋
気
象
轟
の
春
風
丸
､
ソ
グ
ィ
エ
ツ
ト
ロ
シ
ア
の
測
量
船
等
の
観
測
は
よ
っ
て
著
し
-
進
渉
し
た
｡

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
程
ら
れ
ね
材
料
は
よ
っ
て
､
吉
村

排撃
士
の
作
っ
た
探
度
園
が
第

一
園
で
あ
る
O
近

い
指
雄
は

於

い
て
大
和
碓
附
鑑
の
新
ら
し

い
梅
園
が
畿
行
さ
れ
る
と

い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
､
二
三
の
小
鼻
更
を
加

へ
夜
-
で
は

な
ら
撃
や
う
に
な
る
乙
と
J
息
は
れ
る
が
､
大
股
は
筋

一
園
の
や
う
な
も
の
だ
と
恩
は
れ
る
0

第

一
間
を
見
る
と
日
本
海
の
源
庶
地
形
は
南
北
で
著
し
い
相
違
の
あ
る
こ
と
が
分
る
｡
即
ち
略
々
本
州
北
端
か
ら

朝
鮮
永
輿
轡
に
及
ぶ

7
線
を
境
と
し
て
p
北
部
は
三
〇
〇
〇
米
以
上
の
深
海
で
､
起
伏
の
少

い
地
域
が
存
在
す
る
ほ

封
し
(
一
三
八
光
の
蔑
堆
は
ソ
ブ
ィ
(,>
ト
ロ
シ
ア
の
観
測
融
に
よ
る
と
疑
問
だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
除
外
し
た
)､
南
方

は

l
昔
に
漢
-
､
そ
の
上
二
九
〇
氷
の
大
利
堆
､
七
九
七
米
の
春
風
堆
､
四
六
五
米
の
浅
堆
､
四
五
〇
米
の
浅
堆
ー



第 - 間

口 本 源 の 深 度 固

(告 相 性 母もニ[:庶 固)

一∵二五米の浅堆

三一二兼の替陵堆

六五八米の浅堆､

八六五米の浅堆'

及び二つの島唄'

酔陵島と竹島とが

あって.起伏が北

牛は比して著し-

大きいのが特色守

ある0海底地形を明瞭

にするために'廠

緯度三十分の方眼

を用ひで起伏を米

で示しねのが第二

間である｡起伏二

〇〇〇米以上の個

日
本
泊
の
掴
底
地
形



地

港

妨

二
十
容

鈴
田
挑

夢岩
だ

第 同

日 本 海 の 櫛 底-の 起 伏

(今 村 鹿 田)

三
二所

に
は
､
二
五
〇
〇

米
を
越
す
新
が
多
-

最
大
は
三
〇
〇
〇
米

に
79
達
し
て
居
る
｡

第
二
同
心
よ
る
と
､

北
車
に
於
い
て
は
深

海
底
の
大
部
分
は
五

〇
〇
米
以
下
の
小
起

伏
で
あ
み
乍
ら
'
そ

の
蓮
嫁
は
二
〇
〇
〇

米
位
の
大
起
伏
を
有

す
る
急
斜
面
で
限
ら

れ
て
居
る
.

乙
の
形

態
は
'
ノ
ー
γ
ク
ェI

と
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド

(,l)

と
の
間
の
源
に
似
て

居
み
､
ク
ェ-
グ
ナ
-



は
ま
る
陸
塊
の
割
れ
目
を
息
は
せ
る
も
の
が
あ
る
｡
急
斜
面
の
最
も
よ
-
迎
籍
し

て居
る
の
は
ー
北
朝
鮮
か
-
シ
れ

ク
ア
リ
ン
は
泊
ふ
た
部
分
で
あ
る
が
､
本
州
北
部
か
ら
北
海
道
南
部
に
か
け
て
の

地域
79
相
潜
在
も
の
で
､
四
川
5
'

(㍑
)

学
士
の
報
告
せ
ら
れ
た
海
雨
下
の
断
層
崖
群
は
'
本
地
域
の
南
端
に
近
い
や
う
で
あ
る
｡
又
奥
尻
島
両
方
の
急
斜
面

,最

適
和
琴
お
か
詮
明
を
精
々
歩
乾
し
て
､
日
本
海
北
酢
海
盆
を
限
る
大
魚
斜
両
の

義

と
し
て
見
た
方
が

て

様

で
あ
る
｡
更
に
rJ
の
深
海
の
南
の
境
と
し
て
は
'
七
九
七
米
の
春
風
堆
､
四
六
五
米
の
軽
堆
､
及
び
八
六
五
米
の
浅

椎
の
北
側
又
は
東
側
に
'
起
伏
二
.〇
〇
〇
米
に
及
ぶ
急
斜
面
が
あ
わ
'
不
完
全
乍
ら
境
目
を
つ
け
て
居
る
.
春
風
堆

以
来
に
穂
椎
を
磯
風
す
る
の
は

1
寸
動
し
い
か
と
恩
は
れ
る
が
､
春
風
堆
以
西
は
観
測
瓢
も
多
-
は
を
い
L
t
今
後

定
に
浅
堆
を
散
見
す
る
可
能
性
は
あ
る
や
う
で
あ
る
｡
以
上
遊
べ
力
積
に
北
牛
の
地
形
的
特
徴
は
'
深
度
大
で
起
伏

小
夜
深
海
底
と
t
rJ
れ
を
殆
ん
ど
完
全
に
牧
少
食
-
急
崖
と
で
あ
る
｡

乙
れ
に
反
し
て
南
中
の
部
分
は
起
伏

1
0
0
0
米
か
ら

一
五

〇
〇
米
は
及
び
'
恰
も
地
表
の
沈
水
し
た
9
<
J
の
横

で
あ
わ
､
叉
沈
水
の
直
接
の
晋
嘘
物
は
'
殆
ん
ど
rJ
の
地
方
の
み
か
ら
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
然
し
て
著
し
S
軍
資

は
､
朝
鮮
の

一
小
部
分
を
除
き
､
陸
地
と
急
崖
を
以
っ
て
接
し
て
居
ら
沿
革
で
あ
る
｡
大
和
堆
南
方
玖
深
俳
が
北
牛

d
連
帝
で
あ
る
か
ど
う
か
は
､
何
等
材
料
が
無

い
か
ら
断
言
し
得
夜

い
が
'
両
者
の
問
に
は
深
度
の
差
が
か
-
､
又

起
甥
の
差
が
見
ら
れ
る
乙
と
纂

雫

ほ

に

以
上
の
轟
賓
か
ら
二
三
の
想
像
を
下
し
て
見
る
夜
ら
ば
､第

1
に
日
本
海
が
ク
ェ
-
グ
ナ
I
の
云
ふ
や
う
に
大
.陸
の

水
平
移
動
に
ょ
つ
て
生
じ
た
J
Jす
る
を
ら
ば
､
そ
の
際
の
水
平
移
動
量
は
北
方
に
大
で
南
方
は
小
で
あ
る
方
が
都
合

が

い
J
か
と
瓜
は
れ
る
.
書
付
排
撃
士
の
性
悪
n
れ
ね
様
に
､
日
本
海
北
牛
の
深
源
部
の
形
状
と
深
度
と
が
､
オ
ホ

日
本
海
の
海
底
地
形

二
塁

三
三



地

球

節
二
十
容

節
四
雛

毛

四

三
四

-
ツ
ク
海
の
そ
れ
は
近
似
で
あ
る
轟
は
こ
の
際
考
慮
n
る
べ
き
で
あ
る
｡
第
二
に
乙
の
割
れ
目
は
必
し
79
大
陸
の
水

(L･3)

(6)

平
移
動
の
み
で
出
兼
ね
の
で
も
あ
る
せ
い
か
ら
'
藤
原
博
士
の
割
れ
目
の
賓
廟
や
'
ク

p
-
ス
の
岩
壁
運
動
や
地
塊

運
動
の
時
に
生
じ
た
剃
れ
日
の
観
察
等

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡
第
三
に
乙
の
南
北
二
地
域
が
'
地

震
の
表
面
波
に
封
し
て
何
か
差
異
が
あ
る
と
面
白
い
の
で
あ
る
が
､
図
富
技
師
の
洛
手
紙
に
よ
る
と
'
そ
の
や
う
在

研
究
は
ま
だ
し
て
を

い
や
う
で
あ
る
｡
若
し
漁
期
す
る
や
う
な
差
異
が
見
出
n
れ
で
も
し
た
怒
ら
ば
､
グ
ー
テ
ン

ベ

(7
)

ル

グ

が
大
西
洋
の
成
因
は
就

い
Y
提
出
し
穴
城
夜
見
方
が
許

n
れ
tJ.
歯
車
の
沈
水
陸
塊
の
部
分
の
厚
n
が
此
故
的

小
n
い
FJ
と
在
野
も
､
郡
谷
よ
-
散
明
さ
れ
rb
う
で
あ
る
｡

以
上
は

1
寸
束
の
つ
5
ね
串
を
藩

い
て
月
光
だ
け
で
あ
っ
て
.
日
下
着
々
進
行
中
の
日
本
海
の
調
査
が
新
し
い
材

料
を
提
供
す
れ
ば
､
も
つ
と
耐
白
5,番
が
分
る
か
も
知
れ
覆

い
と

1
両
年
後
を
期
待
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
｡
滑
先

輩
を
が
ら
'
深
度
園
を
貸
輿
n
れ
た
吉
村
甜
撃
士
､
種
々
御
恩
皆
を
受
け
た
宇
田
水
産
試
瀞
場
技
師
､
及
び
中
央
気

象
蔓
の
観
官
技
師
に
深
-
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡

(
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(
3

)

地
戻
軒

姥
肝
に

於
け
る
同
迦

厨
士

の
故
衣

の
外
印
刷
さ
れ
た
も

の
を
知
ら

ぬ
｡

(

･q･)
波
遮
光

奥
尻
飴

の
山相
成
段
丘
と
そ
の
交
代
的
傾
斜
巡
効

他
称

E
;

昭
和
三
舛
O



(LD
)

触傭
伯
咲
平

地
尚
●
地
割
故
地
耶舵
ー
昭
和
七
年
称
が
蓼
順
に
僻
で
あ
る
｡

(
6
)

C
lo
o
s,
H

,

=
B
a
u
u
n
d
B
e
w
eg
tzn
g
d
er
G
e
b
irg
e
u
.
S･
W
･
F
o
r
tF,
G
e
o
l･
P
a
la
e
o
.
7

H
e
f
t
2
1

1
9
2
8
･

(

7

)

G
u
t,e.n
b
e
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g
.
B
.
‥
D
i
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V
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T
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E
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G
e
r
l.

B
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2
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-
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n
d
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9
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8
t
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･

奥

日

光

鬼

島

の

泥

来

演

原

地
宵

井

嘉

1

郎

.兎

島

ユ′
:7

(-)

奥
日
光
湯
湖
は
そ
の
北
方
は
在
る
三
岳
の
噴
出
物
は
よ
っ
で
造
ら
れ
た
閉
塞
湖
で
あ
っ
て
､
湖
両
は
梅
披

.[
四
七

ユ
ダ
キ

八
米
p
そ
の
水
‰
平
四
米
を
算
す
､
湖
水
は
東
方
は
溢
れ
て

湯

瀧

(

高
n
ll十
米
)と
老
少
落
ち
て
掛
川
を
覆
し
戦
場

ケ
原
を
迂
廻
し
て
中
韓
専
制
に
注
ぐ
｡
三
岳
噴
出
物
の

一
部
は
湯
湖
の
中
央
に
突
出
し
て

一
の
牛
島
を
覆
す
鹿
島
と

名
づ
-
る
も
の
即
ち
之
で
あ
る
｡
兎
島
牛
島
の
咽
喉
部
は
低
温
地
で
あ
っ
て
現
今
の
潮
水
而
よ
-
高

qufJ
と
僅
か
に

｢
･
二
光
に
過
ぎ
伯
'
社
菅
湯
瀧
の
侵
蝕
が
末
だ
麗
ら
か･iか
っ
た
頃
に
は
湖
水
面
は
今
日
よ
少
数
米
高
位
は
有
っ
た

輩
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
皆
時
の
兎
島
咽
喉
部
は
水
を
以
て
被
は
れ
で
居
た
事
で
あ
ら
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
｡

奥

日
光
蒐
鳥

の
.泥
洗
脱
原
地

二豊

三
五


